
平成22年1月29日（金）15:00～１７：００
定住外国人の子どもの教育等に関する
政策懇談会（第3回）

定住外国人の子どもの教育を考える

結城 恵
群馬大学教育学部教授・群馬県生活文化部国際課職員
群馬大学・群馬県「多文化共生教育・研究プロジェクト」推進責任者
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■在日ブラジル人学校

■在日ペルー人学校

文部科学省公表データ（平成21年3月27日） 2



定住するか・しないかという選択の明確化
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揺らぐ在日外国人学校の経営基盤

平成21年度文部科学省「外国人教育に関する調査研究」委託研究報告書ブラジル人学校等の現状
調査(研究代表者 結城 恵）印刷中 及び結城(2008) 4



不就学児童生徒の数は減少の見通し

※ 平成２１年１１月３０日までの調査結果の概要
※ 数値は子どもの人数、（ ）内は調査対象者（３,３２１人）に対する割合

■三重県教育委員会（平成22年1月26日公表）

■群馬県教育委員会

大泉町教育委員会、太田市教育委員会ともに現在調査中。
現段階では、一桁％となると予想（中間報告）。
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高校進学率の上昇ー定住化傾向の現れー

■群馬県内の高校で学ぶ外国人生徒は２６９人（昨年５月１日現在）群馬
←10年で２・６倍増
←この間の外国人登録者の増加率（34％増）を大幅に上回る。

群馬県調べ 上毛新聞1月22日付朝刊

太田市教育委員「2009太田市外国人児童生徒教育「共生」

より報告者作成

大泉町 93%
太田市 83%
伊勢崎市 85%
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■太田市の外国人生徒の高校進学率の推移
■群馬県内の外国人集中地域

の外国人生徒の高校進学率
（平成20年度）
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平成21年度文部科学省「外国人教育に関する調査研究」委託研究報告書ブラジル人学校等における
健康管理の在り方(研究代表者 結城 恵）印刷中 7

健康状態 群馬大学外国人学校健康診断から

健康状態 群馬大学外国人学校体力測定から

平成21年度文部科学省「外国人教育に関する調査研究」委託研究報告書ブラジル人学校等における
健康管理の在り方(研究代表者 結城 恵）印刷中 8



健康状態 群馬大学外国人学校メンタルヘルス調査から

平成21年度文部科学省「外国人教育に関する調査研究」委託研究報告書ブラジル人学校等における
健康管理の在り方(研究代表者 結城 恵）印刷中 9

定住外国人の子どもの教育へ課題

経済危機の影響
在日外国人学校の経済基盤と存立基盤を問い直す契機に、
外国人児童生徒の家庭を「定住するかしないか」を決断させ
る契機に、なった。
■虹の架け橋教室←外国人学校に在籍する子どもが日本の

公立学校への移行を考える契機に。
■在日外国人学校←存立基盤がより一層問われる時代に。

進む定住化

日本で生まれ育った子どもたちの増加

「外国人受入促進事業」は「適応」から「定住化」へのステージに
あった内容を
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定住外国人の子どもの教育へ課題と展望

教育支援の地域間格差を生み出さないために
教育支援の充実・教育活性化のための財源の配分の在り方

国民に問われる公共性・公平性
誰が何をどのように支援すべきなのか。何が優先すべき課題か。

日本本語教育・文化の教育＝社会的Unityを創る教育
健康管理・啓発教育
学ぶ意欲を高める教育体験（ロールモデル・職場開発）

保護者への啓発

人材育成の推進
「多文化共生推進士」養成ユニット（群馬大学・群馬県）
文化・発達段階に対応する日本語教師の育成
教員養成課程における多文化共生教育の推進 11


